
 

 

令 和  8  年 度 

 

事 業 計 画 書  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人北丹後福祉会 

 

 



法 人 理 念 

 

個人の尊厳を重んじ 

利用者の立場に立った 

より質の高いサービスを提供し 

地域社会での生活を支援します 

 

 

 

 

行 動 指 針 
 
1. 福祉サービスの拠点として、透明性を確

保し、関係諸機関と連携して、地域福
祉に貢献します。 

1. 利用者の心身機能の維持向上に努 
め、自立を支援します。 

１、職員の資質向上と働き甲斐のある職場 
づくりを推進し、利用者に安心と満足を 
与えます。 

 





中長期計画 

介護保険制度は、2000 年に制度創設し、制度そのものの持続可能性と可能

な限りのサービスの質の向上を命題とし、サービスの効率化、重点化並びに、

重度者への重点化に向け加速している。 

また、社会福祉法人のあり方そのものが問われており、法人の使命を役職員

全員が共有し、それを実践しなければならない時代である。 

団塊の世代が後期高齢者になる 2025 年は、高齢者人口の「過渡期」とな

り、さらに団塊のジュニア世代が高齢になる 2040 年には「ピーク」を迎え、

総人口の 3 人に 1 人が高齢者となる時代を迎える。 

介護現場では増加した高齢者を受け入れる体制の構築が大きな課題になり、

それに対応しうる法人にいかに早く自己変革が行えるかが重要である。そこ

で、以下の通り、2024 年度以後 10 年間の目標を掲げ、役職員一丸となって取

り組むこととする。 

 

 ① 徹底した顧客視点での「業態化（＊）」を推進する。 

 ② 研修や業務を通じ職員が日々成長を実感し、互いに切磋琢磨し、ともに

喜びあえる人材を育成する。 

 ③ 地域の人々が求め、参加し、地域の人々と共に成長できる事業を展開す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊【業態化とは】 

当法人が提供するサービス等に関し

て、強みを伸ばし、他法人と徹底した

差別化を図ること。 



令和 8 年度 重点項目 

 

1. 安定した財務基盤の確立 

2. 利用者の立場に立った質の高いサービスの提供 

3. 人材確保と育成 

4. 感染対策の継続 

5. 地域における公益的な活動への取組 

 

 

令和 8 年度 基本計画 

 

 

① 安定した財務基盤の確立 

事業活動を維持し、稼働率の向上等による収益の確保や経費削減に取り 

組み、安定した財務基盤を確立する。 

 

② 利用者の立場に立った質の高いサービスの提供 

視点は常に利用者で、笑顔を忘れず利用者と職員双方が満足するサービ

スを提供します。 

 

③ 人材確保と育成 

研修計画に基づき、法人内外の研修を実施します。外部講師による研修

の実施と職員による内部研修及び外部研修を組み合わせた人材育成を行

い、よい職員を育て、職員の確保と定着につなげます。 

 

④ 感染症対策の継続 

感染症対策委員会が中心となり、正しい知識と情報を持ち、正しく対応 

ができる職員を育成します。万が一発生した場合でも互いに協力して、 

迅速に処理・対応できる組織を作ります。 

 

⑤ 地域における公益的な活動への取組 

利用者や家族、並びに地域に貢献する活動を実施します。また、関係諸 

機関と連携しながら、利用者等の生活の質の向上と、地域福祉に貢献し 

ます。 



「法人本部 総務管理係」 

○ 年間目標 

 ＊ 庶務経理職員 

1 経費節減に取り組み、物価高騰に対応するとともに、様々な補助金の確保に努めます。 

2 ガーベラ通信の「総務の窓」で、職員へ情報発信を行います。 

3 業務の見直しを行い、電子申請を積極的に取り入れ効率化を図ります。 

4 職員の健康診断、人間ドック、健康相談を計画し、安心安全な職場環境づくりに努めます。 

5 仕事と家庭の両立支援の充実を目指し、職員が働きやすい環境づくりに努めます。 

6 他職種と協力して各種行事に取り組み、ご家族や地域の皆様との交流を深めます。 

＊ 栄養管理職員 

1 利用者の栄養状態の維持及び改善を図り、自立した日常生活を営むことができるよう、利

用者の状態に応じた栄養管理を計画的に行います。 

2 地域に根付いた料理や旬の食材を取り入れ、食べる楽しみや季節を感じながら味わえるよ

うに努めます。 

3 多職種と連携し、利用者に合った食事形態または食器等を検討し、安全に食べることを提

供できるように努めます。 

4 地産地消の取り組みやガーベラ通信の「栄養係季節たより」を発信し、「たんとおあがり京

都府産」認定の継続に努めます。 

○ 年間行事等 

 庶務経理 栄養管理  庶務経理 栄養管理 

4 月 天理教ひのきしん 

ユニホーム更新 

季節たより 10 月 消防避難訓練（久美デイ） 

職員健診、結核検診 

季節たより 

5 月 法人監査会、決算関係 

法人役員会、消防訓練 

端午の節句 

季節たより・災害食 

11 月 中間決算法人監査・イン

フル予防接種・全館停電 

季節たより 

6 月 評議員会・現況報告書 

全館停電・ごみ処分 

 

季節たより 12 月 特定健康相談、年末調整 

健康作り実践企業申請 

労災 2 次健診、ごみ処分 

クリスマス献

立 

季節たより 

7 月 人材センター奉仕活動 

社会保険算定基礎届 

 1 月 給与支払報告書 

共同募金会助成申請 

お祝い膳、季節たより

春の七草、小正月 

8 月 納涼祭（くまの） 季節たより 2 月 消防避難訓練（苑） 

 

災害食（備蓄食） 

9 月 秋祭り（苑） 

人間ドック（～12 月） 

敬老補助申請 

彼岸（おはぎ） 

敬老お祝い膳 

季節たより 

3 月 夜勤者健診、循環器検診 

法人役員会、労災 2 次健

診 

結核補助申請 

彼岸（ぼたもち） 

ひな祭り献立 

季節たより 



「法人本部 教育研修係」 

 

○ 年間目標 

1 法人理念に則り、常に利用者視点で考え行動できる職員を育成するため、階層別人材育成

計画をもとに年間の研修計画を作成し、計画的かつ効果的な研修を実施します。 

2 各委員会が利用者視点の目標を持ち、自信と誇りをもって活動できるよう支援します。 

3 各事業所の朝礼や各種会議にオブザーバーとして参加し、職員育成とサービス内容の充実

を図ります。 

4 スキルアップ推進チーム（ＳＵＰＴ：研修委員会）の活動を通して、法人内で開催する研修

会の運営に主体的に携わることができる職員を育成します。 

5 各委員会活動や研修会等での多くの協働体験により、お互いを理解し尊重し合える職員を

育成します。  

6 利用者のみならず、関係する人たちに対して思いやりと感謝の気持ちを持ち表現できる職

員を育てます。 

7  「新入職員育成プログラム」の周知徹底を図り、全職員が新入職員を仲間として迎え、支

え育てる意識を高めます。 

8  ＯＪＴリーダー研修やフォローアップ面談の充実を図り、ＯＪＴリーダーの育成に努めま

す。 

9  主任による育成面談（年 2 回）を実施し、一人ひとりの職員が自身のキャリアアップを描

きながら向上心を持って個々の目標を達成できるよう支援します。 

10 感染対策委員会が中心となり、一人ひとりの職員が自らの手で感染症から職場を守る意識

を高めます。 

11 北丹後福祉会の職員であると共に地域の一員であることを自覚し、地域社会への貢献意欲

を持ち、公益的な活動を実践できる知識と能力を持った職員を育てます。 

12 当法人が行う教育研修の取り組みは、以下の通りの職員育成をめざすものとします。 

めざす職員像 

①法人の発展に寄与できる職員 

②法人理念に則り、常に利用者視点で考え行動できる職員 

③自身のキャリアアップを描きながら向上心を持って仕事に取り組むことができる職員 

④お互いの立場を理解し、助け合い高め合える職員 

⑤思いやりと感謝の気持ちを持ち表現できる職員 

⑥地域社会への貢献意欲を持ち実践できる職員 

⑥ セルフマネジメントができる職員 
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認 知 症 ケ ア ／ 嚥 下 食 ／ 口 腔 ケ ア ／ 排 泄 ケ ア ス キ ル ア ッ プ ／ シ ー テ ィ ン グ  

・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修

 

 
 

 
 
（
中
堅
職
員
）

 

・
O

J
T
リ
ー
ダ
ー
養
成

 

京
都

府

福
祉

人

材
研

修

セ
ン

タ

ー
 

介
護
福
祉
士
資
格
取

得
支
援
及
び
勉
強
会

 

介
護
支
援
専
門
員
資

格
取
得
支
援

 

一
般
職
員

 

（
初
級
･中

級
）

 

上
司
や
先
輩
職
員
の
指
示

に
従
っ
て
業
務
を
遂
行
す

る
責
任

 

・
利
用
者
、
家
族
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
実
践
で
き
る
。

 

・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
意
識
を
持
つ
。

 

・
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
業
務
を
実
施
す
る
。

 

・
接
遇
を
身
に
つ
け
、
利
用
者
、
家
族
と
の
良
好
な
信
頼
関
係
を
構
築
で
き
る
。

 

・
法
人
が
行
っ
て
い
る
「
公
益
的
な
活
動
」
を
知
り
内
容
を
理
解
す
る
。

 

・
仕
事
か
ら
生
じ
る
ス
ト
レ
ス
を
理
解
し
、
対
処
方
法
を
身
に
つ
け
る
。

 

・
他
部
署
と
自
ら
の
業
務
の
関
係
性
を
理
解
す
る
。

 

・
地
域
資
源
を
知
る
。

 

・
感
染
症
予
防
に
関
す
る
職
場
の
ル
ー
ル
を
理
解
し
正
し
く
実
践
で
き
る
。

 

・
定
期
的
な
訓
練
・
研
修
に
参
加
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
理
解
す
る
。

 

・
育
成
面
談
（

3
月

9
月
）
を
受
け
る

 

・
担
当
利
用
者
を
持
っ
て
業
務
を
行
う

 

・
現
場
に
お
け
る
接
遇
マ
ナ
ー
の
指
導
を
受
け

 
 

 
る

 

・
法
人
が
実
施
し
て
い
る
地
域
へ
の
公
益
的
な

活
動
に
携
わ
る

 

・
各
委
員
会
や
チ
ー
ム
で
の
活
動
を
行
う

 

・「
階
層
別
研
修
」
（
通
信
添
削
式
）
 

・「
階
層
別
研
修
」
（
対
面
）

 

・
新
入
職
員
研
修

 

・
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（

K
Y
T
） 

・
育
成
面
談

 

・「
階
層
別
研
修
」
（

O
J
T
リ
ー
ダ
ー

研
修
）

 

・
ト
レ
ー
ナ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
面

談
 

・
O
J
T
育
成
面
談

 

・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修

 

 
 

 
 
（
初
任
者
）

 

・
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
研
修

 

京
都

府

福
祉

人

材
研

修

セ
ン

タ

ー
 

介
護
福
祉
士
資
格
取

得
支
援
及
び
勉
強
会

 

令
和

8
年
度
階
層
別
人
材
育
成
計
画

 



 

  



「久美浜苑及び久美浜苑くまのの里」 

○ 年間目標 

1 法人内の各事業所と連携し情報共有の効率化に取り組み、個別対応の質の向上に繋げ、施設

サービスの価値を高めます。 

2 本人や家族の想いに寄り添い、安らかな最期が迎えられるように、多職種が連携しながら本

人や家族の尊厳を支える看取り介護を行います。 

3 各委員会による施設内研修や勉強会を開催、参加し、積極的に知識と技術の向上に努め、職

員同士が認め合い、高め成長できる職場風土を作ります。 

4 感染対策委員会を中心に研修や訓練を行い、正しい知識と情報を持ち、正しく対応し感染予

防に取り組みます。また、感染症が発生しても、必要な介護サービスを提供し日常生活を守

ります。 

5 利用者・家族、地域との交流を促進し、生活の場としての環境と空間を提供します。 

6 地域に根ざした施設となるよう施設の情報を地域に発信し、地域における公益的な活動を

行います。 

○ 年間行事等 

 久美浜苑 くまのの里 

4 月   

5 月 運動会  

6 月  運動会 

7 月 七夕行事 七夕行事 

8 月  納涼祭 

9 月 敬老行事 敬老行事 

10 月 秋祭り  

11 月  文化祭 

12 月 蕎麦打ち クリスマス行事 

1 月 新春行事  

2 月 節分行事 節分行事 

3 月 ひな祭り  

 



「久美浜及び佐濃デイサービスセンター」 

○ 達成目標 

1 法人内研修や外部研修に積極的に参加し、法人職員として必要な知識や技術の向上を目指

し業務に活かします。 

2 利用者の視点で物事を考えることができ、明るく笑顔で接し、利用者満足に繋がる心のこ

もったサービスを提供します。 

3 感染症に対する正しい情報や知識を共有し、感染症発生時に迅速、適切な対応ができるよ

うシミュレーションを行います。又、感染症対策委員会を中心に感染症予防の継続に努めま

す。 

4 職員一人一人が何事にも当事者意識を持ち、目標達成のために自ら考え行動し、発言でき

る職員を目指します。 

5 居宅介護サービス計画を基に、利用者、家族からの希望、要望を通所介護計画に反映させ、

個別に応じたサービスを提供します。 

6 地域における公益的活動として福祉事業の情報発信の場を設け、サロン活動や「ゆうゆう

介護♥元気塾！」の開催を通じてご利用者等の生活の質の向上と、地域福祉に貢献します。

又、利用者・家族、地域との交流を促進します。 

7 半期に一度、自主点検を実施し適正な運営を確認し、状況に応じて改善します。 

8 年間の利用目標を、各事業所とも延利用者数 9,800 人（1 日平均 38 人）とします。 

○ 年間行事等 

 久美浜デイサービスセンター 佐濃デイサービスセンター 

4 月 お花見行事 お花見行事 

5 月 母の日行事 母の日行事 

6 月 父の日行事、デイサービス合同行事 父の日行事 、デイサービス合同行事 

7 月 七夕行事 七夕行事 

8 月 夏祭り 納涼祭 

9 月 敬老行事 敬老行事 

10 月 運動会、デイサービス合同行事 秋の大運動会、デイサービス合同行事 

11 月 文化祭 文化祭 

12 月 クリスマス行事 クリスマス行事  

1 月 正月行事 正月行事 

2 月 節分行事 節分行事 

3 月 ひな祭り行事 ひな祭り行事 

 



「久美浜居宅介護支援」 

○ 年間目標 

1 職員のマネジメント能力と意欲の向上を図ることを目的に、個別研修計画を作成し計画的

に研修を実施するとともに、個々においては積極的に法人内研修、外部研修に参加します。 

2 職員一人ひとりが当事者意識を持ち主体的に行動すると共に、お互いをリスペクトし、助

け合えるチームワークのとれた事業所を目指します。 

3 利用者やその家族から信頼され、満足していただけるサービスの実現を目指した居宅サー

ビス計画書を作成し、その遂行に向けて関係者が積極的に関わり、それぞれの役割を果たす

ことができるようリーダーシップを発揮します。 

4 事例の検討や情報共有を目的とした会議を毎日開催する中で、事業所全体で個々の利用者

とその家族を支援する意識を高め支援体制を強化します。 

5 職員とその家族、利用者とその家族を感染症から守るために、常に感染症に対する意識を

高くもち、職員間や各サービス事業者と連携をとり感染予防を実践します。 

6 地域包括支援センター及び久美浜病院をはじめ各病院の地域医療連携室、さらには民生児

童委員、交番、区長等に積極的に働きかけるとともに、協働して地域の高齢者に対する支援

体制の充実を図ります。 

7 気軽に相談できる窓口の周知と、相談者のニーズに対応し得る専門性を伴った相談業務が

行える資質、能力を身につけた職員の育成を図り、「歳をとっても安心して暮らせる街づく

り」を目指します。 

8 地域の高齢者と積極的に関わりを持ち、地域課題を見出し果たすべき役割を考えると共に

久美浜町における存在感と信頼性を高め「選ばれる事業所」を目指します。 

9  年間の利用目標を請求件数 介護 2160 件（180 件／月）予防 600 件（50 件／月）としま

す。 

○年間行事等 

4 月  10 月 久美浜ケアスタッフ会議 

5 月 
高齢者部会・民生委員総会・おれん
じﾛｰﾄﾞつなげ隊圏域連絡会久美浜
ケアスタッフ会議 

11 月 高齢者部会「事例検討会」 

6 月 認知症対応型カフェ連絡会 12 月 難病従事者研修会 

7 月 
久美浜ケアスタッフ会議 
久美浜中学校「認知症サポーター
養成講座」 

1 月 久美浜ケアスタッフ会議 

8 月 キャラバンメイト養成研修 2 月 医療と介護の連携推進研修会 

9 月 若年性認知症支援者研修会 3 月 
ｷｬﾗﾊﾞﾝﾒｲﾄﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修/認知症対
応型ｶﾌｪ連絡会/おれんじﾛｰﾄﾞつな
げ隊圏域連絡会 

毎週木曜日：コミュニティカフェ ともに（認知症対応型カフェ） 
毎月：地域包括支援センターとの連絡会 
8 年度中：心も体も元気 UP！塾・認知症の人と家族の会「笑輪」・認知症サポーター養成講
座 


